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時
）大
煙
突
を
建
設
す
る
な
ど
、
企
業
の
社
会

的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）の
精
神
を
創
業
当
初
か
ら
重

視
し
て
い
る
。
現
在
、
銅
生
産
量
は
国
内
ト
ッ

プ（※

１
）、非
鉄
金
属
の
資
源
開
発
か
ら
金
属
製
錬
、

電
材
加
工
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
資
源
循
環

型
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
近
年
は
特
に
ダ

ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
電
材
加
工
事
業
に
注
力
し
、

あ
ま
た
の
製
品
を
世
界
中
に
提
供
し
て
い
る
。

「
銅
は
文
化
な
り
」の
言
葉
ど
お
り
、
近
代
の
産

業
勃
興
か
ら
最
新
の
電
子
デ
バ
イ
ス
に
至
る
ま

で
、
す
べ
て
を
支
え
て
き
た
企
業
だ
。

上
述
の
半
導
体
の
銅
配
線
へ
の
移
行
に
お
い

て
も
、同
社
は
大
き
く
貢
献
し
た
。同
社
副
社
長
・

技
術
本
部
長
の
澤
村
一
郎
氏
は
、「
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
か
ら
銅
へ
配
線
材
料
の
シ
フ
ト
が
検
討
さ
れ

た
20
年
前
、
当
社
は
純
度
が
99
・
９
９
９
９
％

の
銅
素
材
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
た
と

え
ば
電
線
に
使
用
さ
れ
る
銅
と
比
べ
て
２
桁
上

の
純
度
が
あ
り
ま
す
。
当
初
は
そ
こ
ま
で
高
品

質
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
の
指
摘
も
受
け
ま
し

た
が
、
研
究
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
、
純
度
の

低
い
銅
で
は
不
純
物
の
影
響
に
よ
る
歩
留
ま
り

や
信
頼
性
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
と
判
明
。
当
社
の
思
案
ど
お
り
、
高
純
度
の

銅
が
不
可
欠
に
な
っ
た
の
で
す
」と
胸
を
張
る
。

20
年
前
当
時
の
配
線
幅（
ゲ
ー
ト
幅
）は
１

３
０
㌨
㍍（
１
㌨
㍍
＝
１
㍍
の
10
億
分
の
１
）で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
半
導
体
の
小
型
化
、
高
機

能
化
と
と
も
に
配
線
幅
は
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
り
、

現
在
の
配
線
幅
は
10
㌨
㍍
を
切
る
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
大
き
さ
が
約
１
０
０
㌨
㍍

で
あ
る
か
ら
、
実
に
そ
の
10
分
の
１
だ
。
澤
村

線
材
に
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
使
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
演
算
能
力
、
記
憶
容
量
、
回
線
速
度
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
指
数
関
数
的
な
進
化

に
よ
り
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
は
電
気
抵
抗
の
限

界
を
迎
え
た
。
こ
の
た
め
導
電
性
の
高
い
銅
配

線
に
移
行
す
る
技
術
革
新
が
起
き
、
半
導
体
の

さ
ら
な
る
性
能
向
上
が
継
続
で
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。

同
社
は
１
９
０
５
年
に
創
業
さ
れ
た
銅
鉱
山

を
祖
業
と
し
、
１
１
３
年
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
。

創
業
期
に
銅
製
錬
工
程
か
ら
発
生
す
る
亜
硫
酸

ガ
ス
に
よ
る
煙
害
対
策
と
し
て
世
界
一
高
い（
当

産
業
勃
興
か
ら
ス
マ
ホ
ま
で

「
銅
は
文
化
な
り
」の
誇
り

２
、
３
年
ぶ
り
に
新
し
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
手
に
す
る
と
、
動
き
が
速
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
搭
載
さ
れ
た
半
導
体
の
性
能
が
日
々
向
上

し
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
う
し
て
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
る
半

導
体
だ
が
、
そ
の
性
能
向
上
に「
銅
」の
存
在
が

あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
多
く
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
20
年
ほ
ど
前
ま
で
、
半
導
体
の
配

ン
に
よ
る
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
一
つ
が
、
今
年
９
月
に
締
結
さ
れ
た
東
北
大

学
と
の
組
織
的
連
携
協
力
協
定
だ
。
世
界
的
レ

ベ
ル
の
研
究
者
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
同
大
学

は
、
産
学
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
実

績
も
あ
る
。Ｊ
Ｘ
金
属
は
、
中
で
も
金
属
材
料
研

究
で
世
界
的
に
著
名
な
小
池
淳
一
教
授
主
導
の

研
究
講
座
を
設
置
し
、
２
０
２
０
年
に
は
研
究

棟
を
寄
贈
す
る
。

澤
村
氏
は「
国
内
外
の
ア
カ
デ
ミ
ア
や
半
導

体
、
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
、
そ
し
て
他
業
種
も

加
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
知
見
を
持
ち
寄
っ

て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
次
世
代
配
線
材
料
技
術

の
分
野
で
世
界
初
の
産
学
官
連
携
開
発
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
目
指
し
ま
す
」と
説
明
す
る
。

素
材
開
発
に
加
え
、
同
社
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
出

資
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
例
が
、
東
北

大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業「
マ
テ
リ
ア
ル
・
コ

ン
セ
プ
ト
」社
へ
の
出
資
だ
。
既
存
の
銀
ペ
ー

ス
ト
か
ら
銅
ペ
ー
ス
ト
へ
の
シ
フ
ト
を
見
込
み
、

老
舗
で
あ
り
な
が
ら
、
挑
戦
者
と
組
ん
で
新
た

な
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
。

「
20
年
前
と
同
様
、
当
社
が
提
供
す
る
革
新

的
な
材
料
が
電
子
デ
バ
イ
ス
の
進
化
を
支
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
の
発
展
に
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に

貢
献
す
る
。
こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て

い
ま
す
」と
語
る
澤
村
氏
。

最
新
技
術
が
急
速
に
進
化
し
続
け
る
現
代
。

い
わ
ゆ
る
老
舗
企
業
も
、
進
化
し
続
け
る
た
め

に
は
、
柔
軟
な
考
え
を
軸
と
し
た
経
営
構
想
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

ノ
の
世
界
〞
で
活
躍
す
る
、
極
め
て
微
細
な
配

線
材
料
。
高
純
度
さ
を
生
か
し
て
、
世
界
中
数

多
く
の
最
先
端
半
導
体
に
使
わ
れ
て
い
る
。

配
線
材
料
は
今
ま
さ
に

20
年
に
一
度
の
変
革
期

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
半
導
体
に
こ
れ
以
上
の
小

型
化
、
高
機
能
化
が
必
要
な
の
か
。
そ
こ
に
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
達
成
と
、

そ
の
手
段
と
し
て
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
の
進
化
が
関

係
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
飢
餓
を
な
く
す
た
め
の
ス
マ
ー
ト

農
業
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
を
使
っ
た

医
療
の
遠
隔
ケ
ア
な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
欠
か
せ
な
い
。
一
方
で
は
得
ら

れ
る
情
報
が
膨
大
に
な
り
、
２
０
１
０
年
か
ら

の
10
年
間
で
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
量
は
約
40
倍

に
増
大
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（※

２
）。
ま
た
通

信
の
回
線
速
度
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
保
存
量

を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る

に
は
、
電
子
デ
バ
イ
ス
の
能
力
を
圧
倒
的
に
向

上
す
る
技
術
革
新
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
電
子
デ
バ

イ
ス
の
能
力
向
上
を
支
え
る
次
世
代
配
線
材
料

の
開
発
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

大
型
の
産
学
官
連
携
で
狙
う

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　同
社
で
は
次
世
代
配
線
材
料
の
開
発
に
お
い

て
、
産
学
官
連
携
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

氏
は「
も
し
20
年
前
に
低
純
度
の
銅
を
採
用
し

て
い
た
ら
、
と
っ
く
に
限
界
を
迎
え
て
い
た
だ

ろ
う
」と
振
り
返
る
。

こ
こ
で
同
社
の
技
術
力
に
触
れ
た
い
。
現
在

の
同
社
の
電
材
加
工
の
代
表
製
品
と
い
え
ば
、

「
圧
延
銅
箔
」と「
半
導
体
用
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
」が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
人
間

の
髪
の
毛
の
約
10
分
の
１
程
度
の
薄
さ
し
か
な

く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
部
の
狭
い
空
間
で
曲

げ
て
も
破
れ
た
り
切
れ
た
り
し
な
い
こ
と
が
特

長
で
、
同
社
の
世
界
シ
ェ
ア
は
非
常
に
大
き
い
。

ま
た
後
者
は
、
半
導
体
集
積
回
路
内
部
の
〝
ナ

四方八方から送られてくる大量の画像・
データを高速処理するため、車に使わ
れる半導体の小型化・微細化が必須

現在のテクノロジーが抱える課題

自動運転を例にとると

データ使用量は
指数関数的に増加中

前方情報 後方情報

側面情報

道路情報

小型化・微細化が
求められる

相反

ICチップ

※1　出典：鉄鋼新聞2018年4月9日
※2　出典：総務省『平成27年版　情報通信白書』
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時
）大
煙
突
を
建
設
す
る
な
ど
、
企
業
の
社
会

的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）の
精
神
を
創
業
当
初
か
ら
重

視
し
て
い
る
。
現
在
、
銅
生
産
量
は
国
内
ト
ッ

プ（※

１
）、非
鉄
金
属
の
資
源
開
発
か
ら
金
属
製
錬
、

電
材
加
工
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
資
源
循
環

型
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
近
年
は
特
に
ダ

ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
電
材
加
工
事
業
に
注
力
し
、

あ
ま
た
の
製
品
を
世
界
中
に
提
供
し
て
い
る
。

「
銅
は
文
化
な
り
」の
言
葉
ど
お
り
、
近
代
の
産

業
勃
興
か
ら
最
新
の
電
子
デ
バ
イ
ス
に
至
る
ま

で
、
す
べ
て
を
支
え
て
き
た
企
業
だ
。

上
述
の
半
導
体
の
銅
配
線
へ
の
移
行
に
お
い

て
も
、同
社
は
大
き
く
貢
献
し
た
。同
社
副
社
長
・

技
術
本
部
長
の
澤
村
一
郎
氏
は
、「
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
か
ら
銅
へ
配
線
材
料
の
シ
フ
ト
が
検
討
さ
れ

た
20
年
前
、
当
社
は
純
度
が
99
・
９
９
９
９
％

の
銅
素
材
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
た
と

え
ば
電
線
に
使
用
さ
れ
る
銅
と
比
べ
て
２
桁
上

の
純
度
が
あ
り
ま
す
。
当
初
は
そ
こ
ま
で
高
品

質
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
の
指
摘
も
受
け
ま
し

た
が
、
研
究
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
、
純
度
の

低
い
銅
で
は
不
純
物
の
影
響
に
よ
る
歩
留
ま
り

や
信
頼
性
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
と
判
明
。
当
社
の
思
案
ど
お
り
、
高
純
度
の

銅
が
不
可
欠
に
な
っ
た
の
で
す
」と
胸
を
張
る
。

20
年
前
当
時
の
配
線
幅（
ゲ
ー
ト
幅
）は
１

３
０
㌨
㍍（
１
㌨
㍍
＝
１
㍍
の
10
億
分
の
１
）で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
半
導
体
の
小
型
化
、
高
機

能
化
と
と
も
に
配
線
幅
は
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
り
、

現
在
の
配
線
幅
は
10
㌨
㍍
を
切
る
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
大
き
さ
が
約
１
０
０
㌨
㍍

で
あ
る
か
ら
、
実
に
そ
の
10
分
の
１
だ
。
澤
村

線
材
に
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
使
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
演
算
能
力
、
記
憶
容
量
、
回
線
速
度
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
指
数
関
数
的
な
進
化

に
よ
り
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
は
電
気
抵
抗
の
限

界
を
迎
え
た
。
こ
の
た
め
導
電
性
の
高
い
銅
配

線
に
移
行
す
る
技
術
革
新
が
起
き
、
半
導
体
の

さ
ら
な
る
性
能
向
上
が
継
続
で
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。

同
社
は
１
９
０
５
年
に
創
業
さ
れ
た
銅
鉱
山

を
祖
業
と
し
、
１
１
３
年
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
。

創
業
期
に
銅
製
錬
工
程
か
ら
発
生
す
る
亜
硫
酸

ガ
ス
に
よ
る
煙
害
対
策
と
し
て
世
界
一
高
い（
当

産
業
勃
興
か
ら
ス
マ
ホ
ま
で

「
銅
は
文
化
な
り
」の
誇
り

２
、
３
年
ぶ
り
に
新
し
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
手
に
す
る
と
、
動
き
が
速
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
搭
載
さ
れ
た
半
導
体
の
性
能
が
日
々
向
上

し
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
う
し
て
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
る
半

導
体
だ
が
、
そ
の
性
能
向
上
に「
銅
」の
存
在
が

あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
多
く
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
20
年
ほ
ど
前
ま
で
、
半
導
体
の
配

ン
に
よ
る
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
一
つ
が
、
今
年
９
月
に
締
結
さ
れ
た
東
北
大

学
と
の
組
織
的
連
携
協
力
協
定
だ
。
世
界
的
レ

ベ
ル
の
研
究
者
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
同
大
学

は
、
産
学
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
実

績
も
あ
る
。Ｊ
Ｘ
金
属
は
、
中
で
も
金
属
材
料
研

究
で
世
界
的
に
著
名
な
小
池
淳
一
教
授
主
導
の

研
究
講
座
を
設
置
し
、
２
０
２
０
年
に
は
研
究

棟
を
寄
贈
す
る
。

澤
村
氏
は「
国
内
外
の
ア
カ
デ
ミ
ア
や
半
導

体
、
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
、
そ
し
て
他
業
種
も

加
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
知
見
を
持
ち
寄
っ

て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
次
世
代
配
線
材
料
技
術

の
分
野
で
世
界
初
の
産
学
官
連
携
開
発
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
目
指
し
ま
す
」と
説
明
す
る
。

素
材
開
発
に
加
え
、
同
社
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
出

資
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
例
が
、
東
北

大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業「
マ
テ
リ
ア
ル
・
コ

ン
セ
プ
ト
」社
へ
の
出
資
だ
。
既
存
の
銀
ペ
ー

ス
ト
か
ら
銅
ペ
ー
ス
ト
へ
の
シ
フ
ト
を
見
込
み
、

老
舗
で
あ
り
な
が
ら
、
挑
戦
者
と
組
ん
で
新
た

な
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
。

「
20
年
前
と
同
様
、
当
社
が
提
供
す
る
革
新

的
な
材
料
が
電
子
デ
バ
イ
ス
の
進
化
を
支
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
の
発
展
に
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に

貢
献
す
る
。
こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て

い
ま
す
」と
語
る
澤
村
氏
。

最
新
技
術
が
急
速
に
進
化
し
続
け
る
現
代
。

い
わ
ゆ
る
老
舗
企
業
も
、
進
化
し
続
け
る
た
め

に
は
、
柔
軟
な
考
え
を
軸
と
し
た
経
営
構
想
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

ノ
の
世
界
〞
で
活
躍
す
る
、
極
め
て
微
細
な
配

線
材
料
。
高
純
度
さ
を
生
か
し
て
、
世
界
中
数

多
く
の
最
先
端
半
導
体
に
使
わ
れ
て
い
る
。

配
線
材
料
は
今
ま
さ
に

20
年
に
一
度
の
変
革
期

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
半
導
体
に
こ
れ
以
上
の
小

型
化
、
高
機
能
化
が
必
要
な
の
か
。
そ
こ
に
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
達
成
と
、

そ
の
手
段
と
し
て
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
の
進
化
が
関

係
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
飢
餓
を
な
く
す
た
め
の
ス
マ
ー
ト

農
業
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
を
使
っ
た

医
療
の
遠
隔
ケ
ア
な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
欠
か
せ
な
い
。
一
方
で
は
得
ら

れ
る
情
報
が
膨
大
に
な
り
、
２
０
１
０
年
か
ら

の
10
年
間
で
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
量
は
約
40
倍

に
増
大
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（※

２
）。
ま
た
通

信
の
回
線
速
度
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
保
存
量

を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る

に
は
、
電
子
デ
バ
イ
ス
の
能
力
を
圧
倒
的
に
向

上
す
る
技
術
革
新
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
電
子
デ
バ

イ
ス
の
能
力
向
上
を
支
え
る
次
世
代
配
線
材
料

の
開
発
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

大
型
の
産
学
官
連
携
で
狙
う

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　同
社
で
は
次
世
代
配
線
材
料
の
開
発
に
お
い

て
、
産
学
官
連
携
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

氏
は「
も
し
20
年
前
に
低
純
度
の
銅
を
採
用
し

て
い
た
ら
、
と
っ
く
に
限
界
を
迎
え
て
い
た
だ

ろ
う
」と
振
り
返
る
。

こ
こ
で
同
社
の
技
術
力
に
触
れ
た
い
。
現
在

の
同
社
の
電
材
加
工
の
代
表
製
品
と
い
え
ば
、

「
圧
延
銅
箔
」と「
半
導
体
用
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
」が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
人
間

の
髪
の
毛
の
約
10
分
の
１
程
度
の
薄
さ
し
か
な

く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
部
の
狭
い
空
間
で
曲

げ
て
も
破
れ
た
り
切
れ
た
り
し
な
い
こ
と
が
特

長
で
、
同
社
の
世
界
シ
ェ
ア
は
非
常
に
大
き
い
。

ま
た
後
者
は
、
半
導
体
集
積
回
路
内
部
の
〝
ナ

四方八方から送られてくる大量の画像・
データを高速処理するため、車に使わ
れる半導体の小型化・微細化が必須

現在のテクノロジーが抱える課題

自動運転を例にとると

データ使用量は
指数関数的に増加中

前方情報 後方情報

側面情報

道路情報

小型化・微細化が
求められる

相反

ICチップ

※1　出典：鉄鋼新聞2018年4月9日
※2　出典：総務省『平成27年版　情報通信白書』

スマートフォン

（拡大図）

配線断面 微細化すると…導電性に問題が生じる

銅（導電材）
バリア層
絶縁膜

下層微細配線 幅10ナノメートル（インフルエンザウイルスの約1/10）
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Top Interview

ル
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
と
、Ｉ
ｏ
Ｔ・Ａ
Ｉ
社

会
実
現
の
前
提
と
な
る
技
術
革
新
に
必
要
な
材

料
の
開
発
、
製
造
を
行
い
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
電
材
加
工
事
業
を
中
心
と
し

た
ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
事
業
に
経
営
資
源
を
集

中
し
伸
ば
し
て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
。
も
ち

ろ
ん
、
上
中
流
の
資
源
開
発
事
業
、
金
属
製
錬

事
業
が
こ
れ
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
は
国
連
や
政
府
だ
け
で

な
く
、
企
業
も
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
創
業
以
来
、
つ
ね

に
社
会
に
必
要
な
資
源
と
素
材
を
安
定
的
に
供

給
す
る
企
業
を
目
指
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
こ
の
意
思
を
貫
き
、

時
代
の
要
請
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
　

の
立
案
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
当

社
の
強
み
で
あ
り
、
競
争
力
の
源
に
な
っ
て
い

ま
す
。

―

４
事
業
の
中
で
も
、
電
材
加
工
と
い
う
ダ

ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
事
業
に
注
力
す
る
狙
い
は
。

大
井
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
典
型
的
で
す
が
、

近
年
、
デ
バ
イ
ス
の
急
速
な
小
型
化
・
高
機
能

化
が
進
み
ま
し
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は

半
導
体
や
電
子
部
材
の
進
化
で
あ
り
、
さ
ら
に

そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
提
供

す
る
素
材
で
す
。

　
た
と
え
ば
髪
の
毛
よ
り
も
薄
い
圧
延
銅
箔
や

低
消
費
電
力
化
や
高
速
化
を
実
現
す
る
ス
パ
ッ

タ
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
こ
れ
ら
は
最
先
端
の

電
子
材
料
や
高
機
能
半
導
体
に
は
不
可
欠
な
素

材
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
や
人
口
増
加
が
世
界
的
課

題
と
な
る
な
か
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
が
定
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
達
成
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
技
術

に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
、
産
業
の
高
度

化
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
当
社
は
長
年
培
っ
て

き
た
独
自
の
技
術
を
生
か
し
、
こ
れ
に
必
要
な

素
材
の
提
供
に
よ
り
、Ｉ
ｏ
Ｔ・Ａ
Ｉ
社
会
の
実

現
、
ひ
い
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

―

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
事
業
が
重
要
で
あ
る
と
。

大
井
　
わ
れ
わ
れ
は「
資
源
と
素
材
の
安
定
供

給
」を
掲
げ
、
銅
地
金
を
中
心
と
し
た
素
材
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
に
加
え
て
、

環
境
負
荷
の
低
減
そ
の
も
の
の
環
境
リ
サ
イ
ク

―

Ｊ
Ｘ
金
属
の
強
み
は
何
で
し
ょ
う
か
。

大
井
　
当
社
は
、
１
９
０
５
年
、
茨
城
県
の
日

立
鉱
山
の
開
発
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
時

代
の
い
わ
ゆ
る
殖
産
興
業
を
支
え
、
戦
後
は
国

際
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
非
鉄
金
属
加
工

や
使
用
済
み
製
品
か
ら
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
銅
を
中
心
に

「
上
流
の
資
源
開
発
、
中
流
の
金
属
製
錬
、
下
流

の
電
材
加
工
・
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
」と
い
う
４

つ
の
事
業
を
柱
に
据
え
、
上
流
か
ら
下
流
へ
、

そ
し
て
市
場
へ
と
流
れ
る
資
源
循
環
型
の
事
業

展
開
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
メ
リ
ッ
ト
は
ま
ず
原
材
料
の
安
定
供
給

と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
化
。
そ
し
て
最

も
大
き
い
の
が
各
事
業
の
持
つ
技
術
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
情
報
、
人
的
交
流
を
通
じ
て
事
業
戦
略

JX金属 代表取締役社長　大井 滋

柱となる4事業の流れ

JX金属の柱となっている４事業は、資源開発から電材加工へ流れるが、一方
ではそれぞれの事業が有機的なつながりを持ち、電材加工を中心としたダウ
ンストリーム事業を資源開発、金属製錬が支える役割を果たしている。

資源開発

電材加工

金属製錬

環境リサイクル
圧延銅箔

半導体用
スパッタリングターゲット

I
o
T・A
I
社
会
を
支
え
る
素
材
の

供
給
に
よ
り
、S
D
G
s
に
貢
献
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